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ABSTRACT

ー 近傍LIRGを高解像度(60pc)で観測したALMAのCO(2-‐1)輝線データから、outflowをす
る分子雲ガスclumpを発見した。
ー 外側のclumpほど運動エネルギーや角運動量が小さいが、outflowの速度は一定
ー そのエネルギーや角運動量はSNで説明可能
ーmass	  loading	  factor	  (Mout/SFR)が0.1-‐0.5と小さく、星形成によるnegative	  feedbackは
効いていない

ESO320-‐G030,	  d=48Mpc	  (z=0.010781)
log	  (L_IR/L_sun)	  =	  11.35	  → total	  SFR	  =	  28	  M_sun
AGNではなく、star-‐forming銀河

①天体情報

②CO分子ガス速度場

ーモデルfitした回転曲線から
200km/sもoffsetした速度成分が、銀
河中心に対して対照的に分布

ーこれは密度波理論から予測され
るガス速度や、中心部に見られる
sub-‐diskの速度(~70km/s)よりもずっ
と大きい

ー各分子雲ガスの、回転曲線から
の速度のoffsetは370-‐540km/sで、
中心からの距離には依存しない

あくまでlower	   limit

clumpのK.E.とmomentumのrate	   (total	  K.E.	  or	  momentをdynamical	  timeで割っ
たもの)	  はそれぞれ4×10%&erg/s/yr,	  10'M_sun km/sで、SNのレートが0.2/yr
としたときの生成率の2-‐20%で、SN起源として説明可能。
ちなみに、SNの発生率は4.85GHzの光度(Colina+93)やSFRから直接
(Kroupa01)求められる。

outflow	   clumpの分子雲ガス質量はtotalで6.8M_sun	   (ただしlower	  limit)
dynamical	  time	  ~	  3Gyrを仮定すると、𝑀)*+̇ = 1.7𝑀⊙/yrより、mass	  loading	  
factor	  ~	  0.1
→この銀河はoutflowした分子雲ガスをリサイクルしている
この銀河の周りをゆっくりと回転するように中性分子雲ガスが分布している
(Cazzoli+14)ことと無矛盾


